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福 岡教 区 年 間 目標 :出向 い て 行 く教 会 とな る

大名町教会年間テーマ :出向 い て行 く教 会 とな る
Becon■ ing a C.hurch Of Outreach

10月 のお知らせ

☆テレーズ生誕 150周年

記念 ミサと講演会
1日 9時半 ミサ後～

(信徒協主催)

☆「信仰物語を聞く」
レナト神父他

10日 、17日 、24日 、31日

10時 ～ 11時半

(教区宣教・信徒養成部主催)

☆講演会とミサ

14日 (土)13時～

桑原篤史神父

(カ トリック女性の会主催)

※ 11月 3日 (金・祝)

神学院祭
9時開場～ 13時閉会式

■

― ホームページ

QRコ ード 鰈

酔ノ臓霙麟翁

露鬱舎露
V毛 |■ なヽ全

^●
い 2023年 10月 4日 ～29日

◆キリス ト教入門講座

指導司祭 :ジ ョン神父

日程 :毎週木曜日10時 。19時

YOUTUBE   :藝
辱鋳奎|

講座動画あります。
[誕難戴

◆聖書の分かち合い

指導司祭 :ジ ョン神父

日程 :毎週木曜日14時ス

ー
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い2023年 9月 10日 長寿の

は ケ
」 ください 10 11

し

て

神

一
″
Ｌ

ロ

リ

オ

の

祈

り

を

め

る

」

を

見

つ

め

、

お

め
、
平
和
の
王
、
キ
リ
ス
ト
は

「わ
た
し
た
ち

の
平
和
で
あ
り
ま
す
。
」
（
エ
フ
ェ
ソ
ス
い
い
じ
。

キ
リ
ス
ト
を
黙
想
す
る
と
、
私
た
ち
の
肉
体

の
目
も
魂
の
目
も
キ
リ
ス
ト
を
仰
ぎ
見
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
を
仰
ぐ
と
、
私
た
ち

は
お
互
い
の
目
を
見

つ
め
る
能
力
、
お
互
い
に

意
思
疎
通
す
る
能
力
、
互
い
に
話
す
能
力
、
お

互

い
に
連
帯
を
示
す
能
力
、
お
互
い
を
赦
す
能

力
を
取
り
戻
し
ま
す
。
そ
し
て
お
互
い
を
愛
し

て
い
ま
す
…

私
た
ち
が
お
互
い
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ザ常 福人平 りが意
りに私を々安

｀
で思

.オ ロた必のも別き疎
のザち要関あ離な通
聖 リー と係 りにいで
1母オ入 しはまなとき
のの一て

｀
せ りきず

'取
祈人いこんま 三 ｀

|り りがまれ
°
すそま

次をごすま今
°
した

ぎ唱非
°
でやそて愛

をえ響 以世の戦で
通まよ 上界と争つ

セk.T 隼員忌紛ぶ

霊亀撼 智豪軍負,
粘口|ミ 睾柊

′
ぜ怒コ

びいめの
をま

｀
王

与す平で

国啓す
々発る
にし人

洗
ネL
者
ヨ

不

ベ
ト
ナ
ム
語
原
文
は
２
ペ
ー
ジ
で
す
。

あ
る
神
が
、
戦
争
を

和
を
求
め
る
人
々
を

よ
う
に
。
す
べ
て
の

え
て
く
だ
さ
い
。

、
別
名

「
ロ

月
」
と
も

い
ま
す
。

ハ
不ヽ

。
パ

ロ
ザ
リ
オ
に
は

「私
た
ち
の
平
和
」

で
あ
り
、
平
和

の

王
キ
リ
ス
ト
の
黙
想

が
含
ま
れ
て
い
る
た

々
を
な
だ

て
く
だ
さ

平
和
と
喜

し祈 リリウ
た り ｀

オロ
。ヒー可Ⅲ斗一~「

ヤよ一
と和平世
言の和は
わたの¬
れめ祈 ロ
まの ザ

教呼ザ
皇ばリ
聖れオ月
ヨてのは

フ

ァ
ム
　

バ

ン
　

チ

ュ
エ
ン
　

神

父

勉強会

（――
）

〈
Ｈ
）

日
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10月 Noカ ト ッ ク

とスタッフから レゼントの

lt・

=       ■́

と
V

講
演
実
行
委 の

員 ち

岡

の 奉地
内敬
。老

区
,゙こヒ
マロ の

|

|

ン

靱
場写

共に歩む喜びに感謝 :

存肯神
症定父
や感は

父 糸
色

不のま
尽川
蔽譲

登欠た
校如

｀
の主

生

現
代
社

Lヽ
が

ち任

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
と
し
て
あ

つ
た
は

ず
の

「共
食
」
の
習
慣
が
消
え
、
「個
食
」

に
代
わ
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
す
。
家
庭
と

い
う
場
所
、
そ
こ
で
人
は
無
条
件
に
世
話

を
受
け
る
。
そ
れ
は

「
あ
な
た
が
大
切
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
そ
の
家
庭
の
食
卓

が
消
え
れ
ば
、
家
族
は
崩
壊
し
ま
す
。
人

間
性
を
形
づ
く

っ
て
き
た
も
の
は
家
族
な

の
で
す
か
ら
。
家
族
の
崩
壊
は
、
人
間
性

の
喪
失
だ
と
私
は
思
い
ま
す
と
、
熱
く
語

ら
れ
た
。

伊
藤
神
父
は
、
自
己
肯
定
感
の
欠
如
に

苦
し
む
人
を
迎
え
て

「信
州
風
の
家
」
を

主
宰
し
て
い
る
。
講
演
に
続
き
、
福
岡
で

心
の
闇
に
苦
し
む
人
を
迎
え
て

「小
さ
な

森
イ
ス
キ
ア
」
を
主
宰
す
る
吉
田
俊
雄
氏

（大
名
町
教
会
信
徒
）
と
の
対
談
が
行
わ
れ

た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
と
て

も
納
得
し
た
。
」
「
子
育
て
中
に
聞
い
て
い

れ
ば
」
な
ど
反
響
は
大
き
く
、
「風
の
家
」

へ
の
献
金
と
し
て
∞
い
ヽ
お

円
が
贈
ら
れ

た
。

謝 め 福案フ

|こ

‐

`)
に
´●

食 会

1~ノヽ
マ` アヽ

方仕

々 ｀女掃
だ性 な のノ、

感
さ の き祝

ノ、
アヽ

`ぅ。縦

む
で 司

の す祭ノ`ヽ
アヽ

のは行の

にた

大安協 も

名全 力 関

町 な ら

教開 た

_ド
′

会催だ
受

ヨ の

に

L~よ

つ′b
広 と伊

｀
わ講・

な の
が言 藤新れ演養福

月

社闇
会
L る う幸潟たと成岡

自伊史教
°
対部教 8

トキ
~コ

V貧
依 己藤神区講談主区日

し

0

=光

をメ

1‐■

~1, : :1
_1

付
ゼ た た

現

代

の

「
心

の
闇

」

に

救

い
を
も
た
ら
す

「食
」

』
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宣
教
司
牧
評
議
会

（９
月
１
７
日
）

【議
題
】

１
　
福
岡
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

の
在
り
方
と
使

命
に
つ
い
て

大
名
町
教
会
小
教
区

の
各
部

・
ア
ク
シ
ョ
ン
団

体
の
役
割
と
活
動
内
容
を
検
討
す
る
に
当
た

っ
て
、

「福
岡
教
区
宣
教
司
牧
評
議
会

の
在
り
方
と
使
命
」

に
理
念
が
示
さ
れ

て
い
る
。
ど
う

い
う
事
が
ミ
ッ

シ
ョ
ン
な
の
か
検
討
し
て
い
く
指
針
と
す
る

教
区
宣
教
司
牧
方
針

の
使
命
を
果
た
す
為

に
、

教
会
は
ひ
と

つ
の
テ
ー
ム
を
目
指
し
、
皆

で

一
緒

に
や

っ
て
い
く
事
が
大
切
で
あ
る
。

①２祈
％
郷
誦
動
潮
結
イ
プ
オ
ルガ
ン演
奏
に
つ
い

て・
１０
．月
６
日
の
典
礼
委
員
会
で
方
向
性
を
決
め
る

②
教
会
の
存
在
発
信
検
討
委
員
会
の
設
置

③
広
報
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
教
会

ニ
ュ
ー
ス
、
掲
示
板

（
３
箇
所
）
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
。
ｎ
月
１
日

（
日
）

に
関
係
者
が
集
ま

っ
て
検
討
す
る

④
教
区
主
催
学
習
会

（交
わ
り
ｏ参
加

・福
音
宣
教
）

に
つ
い
て

・
レ
ナ
ト
神
父

に
よ
る
３
回

の
講
話
を

１
１
月
、

１
２
月
、
１
月
に
予
定

⑤
活
動
予
算
編
成
基
準

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
に
つ

３
　
部

・
ア
ク
シ
ョ
ン
団
体

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て変

え
な
い
も
の
を
教
会

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
す
る
。

「役
割
」
或
い
は

「活
動
」
を
行

い
な
が
ら

「使
命
」

の
内
容
を
理
解
し
、
言
語
化
し
て
い
く

こ
と
で
良

い
の
で
は
な
い
か
。

広
報

で
信
徒
に
参
加
を
呼
び
掛
け
る
の
が
目
的

で
あ
り
、
年
内
に
提
示
し
た
い

４
　
年
間
行
事
計
画

の
共
有
と
承
認
及
び
信
徒

の

協
力
体
制
に
つ
い
て

①
教
区
行
事
の
区
分
の
明
確
化

・
年
間

ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
基
づ
い
て
担
当
部
所
、
係

の
確
認
を
行

っ
た
。

主
な
行
事

〈担
当
部
所

・
係

∨

七
五
三

（
子
供
祝
福
式
）
〈
事
務
所
、
宣
教
部
、

行
事
部

ｖ

街
頭
募
金

〈行
事
部
、
宣
教
部
、
総
務
部

ｖ

方
法
鉾
彬
議

ョ
ン
団
体

の
活
動
内
容
を
共
有
す
る

①

ア
ク
シ
ョ
ン
団
体

の
定
例
活
動
内
容
を
評
議
会

に
報
告
し
て
も
ら
う

②
各
部

・
ア
ク
シ
ョ
ン
団
体

へ
評
議
会
か
ら
随
時

参
加
す
る

。
特
に
教
会
学
校
、
青
年
会
、

ヨ
ゼ
フ
会
、　
マ
リ
ア

会
等
人
と
の
繋
が
り
を
強
く
し
て
い
く

③
各

ア
ク
シ
ョ
ン
団
体

の
評
議
会

へ
の
参
加
要
請

し

（年
２
回
程
度
）
繋
が
り
を
強
め
て
い
く

６
　

各
部
予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
の
考
え
方
に
つ

い
て

。
今
期
は
実
行
ベ
ー
ス
で
行

い
、
来
年
度
よ
り
予
算

計
画
を
立
て
る

【報
告
事
項
】

向
報
告ト
ゥ
つレ
囁
％

餌
鷺
監
靭
と
施
設
管
理
状
態
点

①
男
女
ト
イ
レ
大
便
器
漏
水
修
繕
完
了

②
２
階
ト
イ
レ
排
水

内
視
鏡
調
査
で
つ
ま
り
は
な
か

っ
た

経
年
劣
化

に
よ
り
、
大
規
模
な
改
修
工
事
が
必

要
と
な
る
た
め
、
鋳
鉄
管

の
敷
設
範
囲
を
特
定
す

る
作
業
を
進
め
る

③
大
名
町
教
会
施
設
管
理
状
態
点
検
報
告

”
ｏ
Ｎ
ω
年
８
月
２
７
日
に
営
繕
部
、
施
設
管
理
部
、

ヨ
ゼ
フ
会
で
施
設
管
理
状
況
の
点
検

優
先
順
位
を
決
め
て
対
応
す
る
よ
う
に
計
画
し

て
い
る

・
鋳
鉄
管
の
経
年
に
よ
り
塩
ビ
管

へ
の
交
換
が
必
要

な
時
期
が
来
る
の
で
、
十
分
な
計
画
が
必
要

で
あ

る・
控
室
等
カ
ビ
が
酷

い
。　
ロ
ス
ナ
イ
の
作
動
が
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
の
で
、
換
気
す
る
よ
う
に
し
た

。
ｌ
Ｆ
信
徒
会
館
厨
房
の
冷
蔵
庫
も
カ
ビ
が
酷
い

乾
部
っ
抑蜘
稀
維
己
一『
‐
卜
講
座

（出
前
講
座
）
は
行

拍
告
福
岡
教
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会
第
２
回
役
員

①
教
区
に
つ
な
が
る
団
体

（女
性
の
会
、
正
義
と

平
和
、
移
住
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ク
ル
シ
リ
オ
等
）

の
活
動
報
告

②
福
岡
教
区

一８

周
年
で
巡
礼
の
し
お
り
を
作
成

③

「
江
戸
の
大
殉
教
卜
ｏ
ｏ
周
年
殉
教
者
に
学
ぶ
」」

学
習
会

（Ｎ
ｏヽ

年
２
月
２
３
日
）
の
開
催
で
古
巣

神
父
様
が
来
福
。
そ
の
後
、
黙
想
を
依
頼

④
ワ
ー
ル
ド

ユ
ー
ス
デ
イ
が
韓
国
で
行
わ
れ
る
の

で
応
援
の
在
り
方
を
検
討
し
た
い

⑤
地
区
信
徒
協
で
、
久
留
米
地
区
で
は
キ
ャ
ン
プ

等
行
な
わ
れ

て
い
る
。
福
岡
地
区
で
も
何
か
の
企

画
を
検
討

≠

圭嚇
覆

爺

一ぃ

も
、
論
録
は
Ｃ
∽
”
に
保
管
さ

れ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
信
徒
が

い
つ
で
も
閲
覧
出

来
る
環
境
を
整
え
た
い
の
で
事
務
室

に
備
え
る
事

に
し
た

（作
成
済
）
。

５
　
そ
の
他

・
福
岡
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
に
つ
い
て

１１
．月
２
０
日

（
月
）
事
前
祈
祷
会

（於
　
大
名

町
教
会
）
。
１
２
月
１
日

（金
）
本
番

（於
　
市
民

会
館
）

。
長
寿
の
お
祝
い
に
つ
い
て

案
内
状
　
い
∞
『
名
、
返
信
　
い
ｏ
ヽ
名
、
参
加
予
定

者

３

名
　
当
日
参
加
者

卜
い
名

資
料
を
詳
細

に
作
成
し
、
次
年
度

に
活
か
せ
る

様
に
し
た

ｏ
ク
リ
ス
マ
ス
の

Ｐ
～
２
週
間
前
に
大
掃
除
を
予
定

・
掃
除
人
数
が
少
な
い
の
で
、
ミ
サ
後
に
各
自
で
自

分
の
座

っ
た
座
席
の
拭
き
掃
除
を
行
う

マ
ス
ク
着
用
は
自
己
判
断
。

i基71蟄 ;2豪貫全ぞ
で作ヂ `二

人ユとち度
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ぞ]僣 亘躍曇テ与ム
多5 娼営詔|:暑響
L｀ 議?倉歳芋藷
ン  ■フ τ す ス上

団 定 通る
Vを

体  で じ予 行
に  広 て定 い
協男   幸晨  ミ
カ  部  ツ  次

∨

V

〈行
事
部
、
事
務

所

Vあ
り
教
会
学
校
の
行

【転
入
】
ょ
う
こ
そ

（～
教
区

・
教
会
か
ら
）

。
マ
リ
ア

・
エ
ン
マ
ヌ
エ
ラ

・
ベ
ル
ナ
デ

ッ
タ

山
口
　
真
美

（笹
丘
）

・
マ
リ
ー

・
テ
レ
ー
ズ

・
ベ
ル
ナ
デ

ッ
タ

山
口
　
み
り
い

（笹
丘
）

・
セ
シ
リ
ア
　
フ
ィ
ト
リ
ア

・
ウ
ラ
ン
ダ
リ

（大
分

・
大
分
）

・
ク
リ
ス
テ
ィ
ナ

・
コ
ン
ト
レ
ラ
ス

（吉
塚
）

・
レ
ン
ジ
ー

・
コ
ン
ト
レ
ラ
ス

（笹
丘
）

・
レ
イ

ニ
ア
ク
リ
ス
・
コ
ン
ト
レ
ラ
ス

（笹
丘
）

・
ク
リ
ス
テ
ィ
ン
メ
イ

・
サ
ン
テ
イ
ア
ゴ

（吉

塚
）

・
キ
ア
ラ
・
マ
ー
テ
イ
ン
・
サ
ン
テ
イ
ア
ゴ

（笹

丘
）

・
サ
ン
タ
ア
ナ

・
ア
イ
ネ
カ
ト
ニ
ス

（笹
丘
）

。
マ
リ
ア
　
　
　
前
田
　
祥
子

（長
崎

・
城
山
）

【転
出
】
お
元
気
で

（～
教
区

・
フ
ラ
ン
チ

ェ
ス
カ
　
　
中
澤

・
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
　
豊
里

・
マ
リ
ア
・
ペ
ト
ロ
　
　
讃
井

【結
婚
】
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
ヨ
セ
フ
　
　
一謄
田
　
朋
樹

冨
安
　
万
満

【帰
天
】
永
遠
の
安
息
を
お
祈
り
し
ま
す

。
ョ
ハ
ネ
　
　
立
花
　
時
彦

教
会

へ
）

輝
美

（西
新
）

睦
美

（水
巻
）

文
子

（西
新
）
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はま値分れ魂辛か事私
Cれ ｀

かしいにつ時治に
れそ

｀
たれいま

°
大なのにるをくし故た ま犯 ったま涙て

｀
療立
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思想を留時 し九事名
わい見めのた十件死メ ニ

H

K

〇

一
九
年
七
月
十
八
日
、
京
都
ア

ー
シ
ョ
ン
が
放
火
さ
れ
、
三
十
六

亡
、
三
十

二
名
重
軽
症
と

い
う

一が
あ
り
ま
し
た
。
犯
人
も
体

の

六
％
火
傷
を
負

い
ま
し
た
。
治
療

医
師
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
と
事
件
当

医
師
の
手
記
に
よ
る
と
、
原
型
を

な

い
よ
う
な
患
者

（青
葉
被
告
）

た
時
、
犠
牲
者
や
遺
族
の
方
々
を

一
こ
の
人
を
助
け
な
あ
か
ん
」
と

れ
た
そ
う
で
す
。
何
と
し
て
も
法

あ
る

ニ
ュ
ー

ス
を
見

て

い


